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西条市 経営戦略部 危機管理課

～「死ぬな」・「逃げろ」・「助けろ」～

吉井地区タウンミーティング
～地域防災対策～

令和元年7月31日（水）19：30～

警戒レベルの低い方から
▼レベル１は、数日以内に大雨が予想される時
▼レベル２は、注意の呼びかけ
▼レベル３は「避難準備の情報」で、高齢者などは避難を開始する
▼レベル４は「避難勧告」や「避難指示」で、速やかに避難所に移動する、
直ちに命を守る行動をとる
▼レベル５は「災害の発生」で、命を守る最善の行動をする

防災情報レベル化の内容
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防災情報は大きな災害を経験
するたびに増えてきました。

規格（物差し）を統一

防災情報をあらためて整理
してわかりやすく体系化す
る「土台」を示した、とい
う意味があります。

防災情報レベル化の狙い

中央防災会議の作業部会の報告

昨年相次いだ災害は、特に気象災害の激甚化がはっきり現われたものと言えま
す。もちろん防災情報の出し方、伝え方をはじめ行政側が取り組まなければな
らない課題はたくさんあります。一方、住民の側もメディアも気象災害のフェ
ーズが一段あがったということを前提に、災害に向き合っていくことを求めら
れています。
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地区防災の取り組み方

ステップ３：自分自身を守る方法を
考えましょう

ステップ４：地域の役割をみんなで
考えましょう

ステップ５：
防災訓練等

ふりかえり
（経験の活用）

災害
対応

ステップ１：まずは取組の進め方を
確認しましょう

フィードバック
（経験の活用）

検討の過程で

☑リスクを認識できる
・個人ごとの違いを
認識できる
・災害ごとの違いを
認識できる

☑逃げるタイミングが
具体的にわかる
・いつ、どこへ
・だれと一緒に
・どこを通って

☑コミュニケーション
の輪が広がる
・意見交換を通じて
知り合いが増える
・ご近所とのつなが
りが強くなる

ステップ２：身の回りのどんな災害リスク
があるか考えましょう

地区防災計画の完成

✫進め方やアウトプットについて意見交換
✫防災対策の現状と課題を共有

✫災害に関する知識を得る
✫防災まち歩きなどで危険個所を掘り起こす

✫「マイ・タイムライン」を作ってみよう
✫「災害・避難カード」を作ってみよう

✫避難行動のときの役割（避難行動計画の作成）
✫避難所生活のときの役割 （避難所マニュアルの作成）

✫防災まち歩き（ＤＩＧ）
✫避難訓練
✫避難所運営訓練（ＨＡＧ）
等の訓練を実施

吉井地区の主な施設の標高（海抜）
Ｎｏ 施設名

標高
（海抜）ｍ

備考

１ 吉井公民館 ５．１ ｍ 市指定避難場所

２ 吉井小学校 ５．１ ｍ 市指定避難場所

３ 東予南地域交流センター ５．６ ｍ 市指定避難場所

４ 吉井分団第１部詰所（石田） ６．８ ｍ

５ 吉井分団第２部詰所（玉之江） ４．７ ｍ

６ 吉井分団第３部詰所（広江） １．６ ｍ

７ 吉井分団第４部詰所（今在家） １．７ ｍ

8 石田集会所 ７．３ ｍ

9 玉之江集会所 ５．８ ｍ

10 広江集会所（公民館） １．４ ｍ

１１ 今在家集会所 １．４ ｍ

No.4以降の標高は、国土地理院電子版より引用

ステップ２：地形の特徴（地域の特性）
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災害種別 発生の状況（時系列）
西条市の
発生確率

事前の
防災行動

（早めの行動）

発災後の
減災行動

（被害拡大防止）

台風起因の災害
（氾濫、土砂災害、高潮）

台風は、発生から被害が生じるまでに１週間から１０
日近くの前兆期間があるため、５日前程度から事前
の防災行動を開始することができる。

高 ◎ ◎

前線性起因の災害
（氾濫、土砂災害）

前線性降雨は、気象庁から２日前程度には発表さ
れる気象情報をベースに事前の防災行動を開始す
ることができる。

高 ○ ◎

局地的集中豪雨
（氾濫、土砂災害）

局地的集中豪雨は、最新の気象予測技術であって
も行動猶予時間は、３０分～６０分しかないが、その
時間を有効に活かすため自らの行動を素早く判断
できるように事前に防災行動計画が必要である。

高 ✕～△ ◎

発達性低気圧による
雪害

気象庁から２日前程度には発表される防災情報を
ベースに事前の防災行動を開始することができる。 中 ○ ◎

火山噴火災害

国内の常時監視火山は、気象庁や研究機関の監
視体制にあり、観測体制も整備されている。また、
西条市への影響は、九州地区での噴火による火山
灰のみに限定される。

低 △～◎ ◎

津波災害
西条市の地域的特性から、最も近い南海トラフを発
生源とする地震においても＋１ｍの津波到達まで２
２２分あり、十分に防災行動を開始することができる。

高 ◎ ◎

地震災害

地震予知は、困難である。ほとんど突発的に発生
することから、防災行動はほぼ不可能である。ただ
し、予防的な取り組み及び減災行動（事後の対応
行動）を予め整理しておくことは、重要である。

高 ✕ ◎

災害の種類

自然災害の一例【風水害】加茂川・中山川洪水ハザードマップ
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長瀬
田野
上方

鞍瀬 東 西

風向 風向

時間 累　計 時間 累　計 時間 累　計 時間 累　計 時間 累　計 時間 累　計 時間 累　計 （ｔ）

東北東 北北東

4.6 8.2

北東 北

7.5 8.7

北東 北

11.5 10.8

北東 北

10.1 11.6

北 西北西

10.5 15.6

北西 西

10.3 11.5

北北西 北北西

6.9 9.5

西北西 北北西

2.5 5.4

西北西 西

6.0 3.6

南南西 西南西

3.5 5.7

西北西 南南西

1.7 5.4

南西 南南東

3.1 6.024:00

2.85 0.65 2.44 391.40 10000.5 328.0 0.0 412.01.0 442.0 0.0 274.50.0 344.0

23:00

0.0 336.5 0.0 492.0

2.96 0.72 2.59 397.59 9980.5 327.5 0.0 412.03.0 441.0 0.0 274.50.0 344.0

22:00 ３０ 第１０回災害対策本部会議

0.0 336.5 0.0 492.0

3.34 0.85 2.82 496.10 995欠測 327.0 0.0 412.01.0 438.0 0.0 274.50.0 344.0

第９回災害対策本部会議

21:00 ４５ 避難準備・高齢者等避難　解除

0.0 336.5 0.0 492.0

3.78 1.02 3.45 600.53 993
３０

0.0 327.0 0.0 412.01.0 437.0 0.0 274.50.0 344.0

20:00 ３０ 第８回災害対策本部会議

0.0 336.5 0.0 492.0

4.36 1.38 4.12 825.77 9900.5 327.0 1.0 412.00.0 436.0 0.5 274.51.0 344.0

避難準備・高齢者等避難開始

19:00 第７回災害対策本部会議

4.0 336.5 7.0 492.0

4.73 1.90 5.16 829.15 987
３０

11.5 326.5 19.5 411.036.0 436.0 16.0 274.022.0 343.0

18:00 ３０ 第６回災害対策本部会議

17.5 332.5 38.0 485.0

4.58 1.93 5.45 766.98 98322.5 315.0 59.5 391.567.0 400.0 31.0 258.045.0 321.0

第５回災害対策本部会議

17:00

17.5 315.0 54.0 447.0

4.13 1.67 5.30 688.60 981
３０

36.5 292.5 70.5 332.052.0 333.0 38.0 227.018.0 276.0

小松　北川・都谷避難勧告

16:00 １５ 山際地区避難指示（緊急）

21.5 297.5 68.0 393.0

3.63 1.15 4.30 599.94 980
００

34.5 256.0 23.5 261.550.0 281.0 14.5 189.022.0 258.0

第4回災害対策本部会議

15:00

15.5 276.0 55.0 325.0

3.54 0.89 3.78 531.57 983
３０

29.0 221.5 18.5 238.027.0 231.0 15.5 174.530.0 236.0

長瀬・鞍瀬　消防団待機水位

14:00 ２０ 鞍瀬　氾濫注意水位

25.0 260.5 27.0 270.0

3.39 0.65 3.42 451.15 985
００

31.5 192.5 31.5 219.526.0 204.0 25.0 159.037.0 206.047.0 235.5 34.0 243.0

2.92 372.72 989
３０ 第３回災害対策本部会議

13:00 ３６ 洪水警報発令　５５　土砂災害警戒情報

41.0 188.0 3.01 0.4031.0 178.0 39.0 134.0 41.5 161.031.0 169.0

12:00
注警報及び台風情報その他の記事

32.5 188.5 31.0 209.0

気
圧

潮位（ｃｍ） 潮位（ｃｍ）

水防団待機水位
3.0　　　1.0　　　2.5

・・・・・・・・・・・・
氾濫注意水位

3.8　　　1.5　　　3.0
・・・・・・・・・・・・
避難判断水位

4.3　　　2.0　　　　-
・・・・・・・・・・・・
氾濫危険水位

5.1　　　2.2　　　　-

1:58 8:22

最大
風速
（ｍ/
ｓ）

最大
風速
（ｍ/
ｓ）

317 70

保

井

野

田

滝

鞍

瀬

大

郷

 干潮時間

東

消

防

署

黒

瀬

ダ

ム

周

布

降雨量等の調
査 表

降　雨　量　　　（㎜） 水　位（ ｍ ）

黒
瀬
ダ
ム
放
流
量

消　防　署 　満潮時間

時
間

観
測
場
所

時
間

観
測
場
所

自然災害の一例【風水害】H30台風24号

0.85

1.02

1.38

1.90

1.93

1.67

1.15

0.89

３０ 第１０回災害対策本部会議

第９回災害対策本部会議

４５ 避難準備・高齢者等避難　解除

３０

３０ 第８回災害対策本部会議

避難準備・高齢者等避難開始

第７回災害対策本部会議

３０

３０ 第６回災害対策本部会議

第５回災害対策本部会議３０

小松　北川・都谷避難勧告

１５ 山際地区避難指示（緊急）

００

第4回災害対策本部会議３０

中山川（水位）
田野上方観測所

水防団待機水位：１．０ｍ

氾濫注意水位：１．５ｍ

避難判断水位：２．０ｍ

氾濫危険水位：２．２ｍ

自然災害の一例【地震（津波）災害】南海トラフ地震想定

－５－
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自然災害の一例【地震災害】南海トラフ地震想定

南海トラフ巨大地震による西条市の
建物被害・人的被害の想定結果

愛媛県地震被害想定H25.12.26公表

建物倒壊
うち屋内収

容物
土砂災害 津波 火災 合計

死 者
（愛媛県）

826

(6,210)

47 1

(53)

2,592

(8,184)

230

(1,585)

3,648

(16,032)

負傷者 5,179 700 1 82 121 5,383

要救助者 2,373 49

要捜索者 2,674

② 人的被害 西条市人口：112,091人 ※H22国勢調査より 冬深夜、強風 単位：人

※合計数値については、小数点以下の取扱（調整）により、値が合わない場合があります。

自然災害の一例【地震災害】南海トラフ地震想定

－６－



7

防災・減災の効果 （愛媛県地震被害想定調査結果から抜粋）

津波からの早期避難

西条市では、

2,592人×2／9

576人

になります。

西条市の海岸線にある
すべての防波堤等が壊
れたという最悪の場合を
想定しています。

ステップ３
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•マイ・タイムラインって何？

✫事前に予測ができる大雨や台風などの風水害は、

発生前に避難することができます。

✫避難のための行動を一人一人が事前に決めたも

のが、マイ・タイムラインです。

✫一人一人、家族、自治会、地域で、それぞれ自

分の役割を含めたマイ・タイムラインを作って

みましょう。

✫安全・防災は、すべての人に共通の理念です。

コミュニティの核として、「協働でいい町づく

り」を目指しましょう。

次の➊～➎の手順でマイ・タイムラインを完成させましょう！
手 順 要領等 必要な情報等

➊避難する場所を考える。

✫ハザードマップなどを確認しながら避難
する場所を決めて、記入しましょう。
※災害の種類によって、避難する場所が
変わることがあるため注意が必要です。

※日中や夜間、平日か休日によっても避難
する場所を検討しましょう。

✫浸水の深さから避難する場所を考える。
※避難所へ、2・3階以上の建物へ、マン
ションの高層階の方は、自宅待機など

※自宅待機の場合でも長期間の電気等の
ライフライン途絶を考慮した備蓄や立
退き（水平）避難の検討が必要です。

・ハザードマップ

➋避難情報や気象情報から避
難のタイミングを考える。

✫避難準備
避難の準備を始めるタイミング
✫高齢者等避難開始
移動に時間がかかる方は早めの避難を始め
るタイミング
✫避難開始
遅くともこの時には避難するタイミング
✫緊急避難
最悪の状況を想定して、浸水しない階へ避
難などの行動を考える。

プッシュ型情報
・防災行政無線
・緊急エリアメール
・「西条市安全・安
心情報お届けメー
ル」 など

プル型情報
・市ホームページ
・アプリ「防災情報
さいじょう」 など
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手 順 要領等 必要な情報等

➌避難開始までの行動を考える。

✫防災グッズ（持出用、備蓄用）の準備
✫常備薬を用意
✫災害時連絡先（親戚や自治会等）へ避難の
時期、場所を通知 など
✫検討した結果を記入しましょう。

左の要領で示したこ
と以外にも、自分自
身が必要だと思うこ
とをどんどん記入し
てみましょう！

➍避難準備の開始・避難開始・
避難完了の時期を決定する。

✫➊、➋、➌で検討したタイミングを決定し、
記入しましょう。

以上で、自らの身を守るタイムラインは完成
しました。

【ステップ３】

➎地域に対しての行動を考える。

✫まずは自らの命を守ることが最優先です。
そのうえで、地域の助け合い（共助）につ
いて考えてみましょう。
✫例えば、
・避難行動要支援者（手助けが必要な方）
について、「だれが」、「いつ」、「ど
のように」を決めておく

・近所への呼びかけの要領 など
✫検討した結果を記入しましょう！

話し合いの中で、地
域での役割をはっき
りできたり、いざと
いう時にお願いしや
すくなるなどの効果
があります。

避難することを一番に考えよう！
水害から命を守るという観点から避難を選択することが大事です。
過去の災害の経験から、地域のコミュニケーション力がとても重要です。

➊、➋、➌で考えたことを、実際に記入してみましょう！

○
○
公
民
館

◎

✔

避難準備開始
・自宅周辺の片づけ

植木鉢、側溝
・避難経路再確認

避難準備第２段階
・常備薬の確認、補充
・自治会長へ連絡

避難開始
・母、妻、子供が避難開始

（避難所まで３０分）

避難開始
・自宅の戸締り確認
・自分自身が避難開始

（避難所まで３０分）

避難完了
・自治会長へ避難が完了し
たことを報告

準備にかかる時間を
事前に計っておく

※自分が必要だと思うことをできるだけ多く書い
ておくと、いざという時に役立ちます。
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ステップ４ 地域の役割をみんなで考えましょう

○
○
公
民
館

◎

✔

避難準備開始
・自宅周辺の片づけ

植木鉢、側溝
・避難経路再確認

避難準備第２段階
・常備薬の確認、補充
・自治会長へ連絡

・危険地域の見回り
・近所への声掛け

避難開始
・母、妻、子供が避難開始

（避難所まで３０分）

避難開始
・自宅の戸締り確認
・自分自身が避難開始

（避難所まで３０分）

・○○さん、◆◆さん
の避難誘導支援

避難完了
・自治会長へ避難が完了し
たことを報告

・避難所の受付を実施（妻）
・受入れ準備を支援（子供）
・情報班の業務（自分）

準備にかかる時間を
事前に計っておく

自分の避難に影響が出
ない範囲で実施する

※自分が必要だと思うことをできるだけ多く書い
ておくと、いざという時に役立ちます。

共助の役割を記入

•「災害・避難カード」って何？

地域の特性に合わせたカードを作成
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本部運営
訓練

ＤＩＧ（災害
図上訓練）

ＨＵＧ
（避難所

運営ゲーム）

クロス
ロード

給水
訓練

避難所
運営・
宿泊訓練

まちなか
訓練

炊き出し
訓練

防災ウォーク
ラリー

色々な防災訓練やイベント

防災
まち歩き

避難
訓練

想定した災害につい
て、地図上で災害対
応について話し合う

実際の街中を会
場として防災訓
練を実施する

災害時に発生する
様々な問題につい
て検討しあう

防災クイズに答え
ながら街中を歩き、
地域の防災につい
て学ぶ

地域を防災的な視
点から点検し、防
災マップを作製

防災
運動会

担架による荷物運
び競争や土のうづ
くり競争など、
「防災」の視点を
取り入れた運動会

他の訓練現場を見学することで、訓練の準備や進め方などの理解が深まります

ステップ５ 「災害に強いコミュニティへ！」
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さいごに

災害発生の瞬間、自分を守れるのは、自分

「自助」だけです。

その後、公助が機能するまで助け合うこと

ができるのは、地域の防災力「近助」、「共

助」です。

一朝一夕に出来上がるものではありません

が、地域防災の取組みが地域の文化として

自然に根付く状況を目指しましょう。

７月豪雨災害のとき、自分たちで作った地区防災
計画により難を逃れた大洲市三善地区のように災
害に強い地区づくりをめざしましょう！

自分たちの命は、自分たちで守る


